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学生の卒業論文から専門的な研
究者の論文まで、社会科学分野でインドについて何か書こうとする人が、まちがいなく目を通さずにはいない雑誌といえば、
Econom
-
ic and Political W
eekly をおいて他
にない。略称ＥＰＷ、日本の研究者なら「エコポリ」と呼ぶこの週刊誌の最大の特徴は、 「インドで何が起きているか」と「ついて（世界中で）何が研究されているか」を同時 つ めることである。学術専門誌では前者は望めないし、週刊情報 では後者を望めない。 「エコポリ」は一冊でこの両者を可能にする稀有な存在である。同じような役割を果たしえている週刊誌としては、世界広しといえども、自然科学におけ﹃ネーチャー（
N
ature ） ﹄誌以外に
はない。これは私が言うのでは
く、ＥＰＷ自身がそのウェブサイトで誇らしげに披露している自負である。　
ＥＰＷの前身である
Econom
ic 
W
eekly （ＥＷ）誌が創刊された一
九四九年から数えて二〇一二年で六三年間、改題された一九六六年から数えても四六年間、この雑誌はインド研究になくてはならぬ「コア・ジャーナル」としての役割を十二分に果たし きた。私自身も、ちょうどこの雑誌がＥＷからＥＰＷに切り替わる節目の時期にインドに関心を抱きはじめ、当時大塚にあった東洋文化研究所の図書室で、ＥＷのファイルをくった記憶がある。長年の読者として常日ごろから感じてきたこの雑誌の特徴を、多少の追想もまじえ、かいつまんで紹介してみたい。
●
? 社会科学研究の知的フォーラム
　
研究論文についていえば、たし
かにＥＰＷのものは、理論的な探求それ自体を第一義的には目的としない。そのような役割 あまたある各分野の専門誌が担うであろう。ＥＰＷ論文 特徴は、インドの社会、その政治経済の抱える課題を科学的に掘り下げるところにある。そしてＥＷの時代から、論文がとりあげる問題は、つねに先駆的で った。また重視されるべき課題や分野については 随時特集を組んできた。 現在で 農業産業と経営、ジェンダー、科学政策、労働の五つのテーマが一定の間隔を置いて特集される。二〇一一年から特集のテーマに都市研究が加わったことは、近年のインド社会の変化を反映している。　
さらに、こうした特集やシリー
ズ記事は、その後しばしば単行本として刊行されてきた。その最も早い事例は、ＥＷの時代にインドの村落調査の を一冊にまとめた
India's Villages （
C
alcutta: D
e-
velopm
ent D
ept., W
est B
engal, 
1955 ）であろう。この表紙のペ
ラペラな論集は、私自身も想い出がある。インドについて勉強したいと学部の講師であったＷ・Ｈ・ニューウェル先生に申し出 時に、貸していただいた本だからである。また初期のＥＰＷでは
V.M
. 
D
andekar と
N
. Rath による
Poverty 
in India （
Poona: Indian School of 
Political Science, 1971 ）はその
後の貧困研究の先がけとなった。　
インドの社会科学研究という側
面で、無視できない はＥＷ／ＥＰＷが学問分野を横断するインドの社会科学研究 推進母体、インフラストラクチャーとなってきた点である。ある研究者によれば、ＥＰＷは「政府の資金がついた凡
ぼん
百ひゃく
の研究プロジェクト以上にイン
ドの社会科学研究 発展に貢献した」のである。単な 論文発表の場を超えた知的フォーラム、それを「ＥＰＷコミュニティ」という人もいるが、ＥＰＷが各種の学会からは独立した一個 社会科学
???????????????
???
??????????
???????????????
佐藤
　
宏
32アジ研ワールド・トレンド No.198 （2012. 3）
フォーラムとして存在し続けてきたこと、この点にインドの社会科学の発展に果たした本誌の特別な役割がある。●本誌を育てた二代の編集長　
週刊誌として、これだけの水準
を長期にわたって維持できるインドの知的風土の豊かさもさ ことながら、その歩みは創刊以来の代にわたる編集長の存在 抜きには語れ い。　
ＥＷの創刊者であり、ＥＰＷに
なってからも表紙に創刊者兼編集長として名前を記されてきたのが、 サチン・チョウドゥリ（
Sachin 
Chaudhury: 1904
〜
66 ）である。
ベンガルのザミンダール（領主的な地主）の出身で、カルカッタ大学で経済学を学んだ後、ボンベイに移り映画のプロデュー ーであった実弟の口利きで映画会社の重役を務める ど、多彩で異色の経歴の持ち主である。一九四九年に発刊された二四ページあまりの週刊誌は、間もなく一九五〇年代を通じて、歴代 連邦政府蔵相必読誌となった。また、彼の没後一〇年 機に企画された追悼論文集（
K
rish
n
asw
am
y et al. ed
s. 
[1977] ）の顔ぶれを見れば明ら
かなように、ジョーン・ロビンソンからＭ・Ｎ・シュリーニヴァースまで、社会科学の諸分野で幅広く内外の最高の研究者をＥＷ誌に引きつけたのは、チョウドゥリ自身の知識人としての魅力であった。また、いかにも土地貴族の末裔にふさわし 、チョウドゥリは周囲からの資金援助の申 出やＥＷ誌の財政的な健全化の め広告集めや基金 創設などには最後まで首を縦に振らなかった。一九六六年の基金（
Sam
iksha 
Trust ）の設置とＥＰＷへの移行
は、そうしたチョウドゥリの「個人商店型」経営 行き詰まりの結果でもあった。彼はＥＰＷ発刊後間もなく、 同年一二月に死去した。　
ついでＥＰＷ時代を支えたの
は、ＥＷの最後の数年間にチョウドゥリを支えたケーララ州出身のクリシュナ・ラー ジ（
K
rishna 
Raj, 1937 〜
2004 ）である。ラー
ジはデリー・スクール・オブ・エコノミックスを卒業後、チョウドゥリに見込まれて一九六〇年にＥＷに参加し、編集に携わった。正式には一九六九年に編集長に就任し、二〇〇四年一月の急死までその職責を担った［“
Rem
iniscenc-
es ” 2004 ］ 。私自身はＥＰＷの事
務所を一九八〇年代に一度訪問しただけであるが、ラージ氏は人々が評するように自ら多くを語る人でなく、その時の記憶としていま私に残ってい のは、恥ずかしいことだが、ちょうど脇に居合わせた経済史家の故ダニエル・ソーナー氏の夫人、アリス・ソーナーさんのおしゃべりだけである。アリス・ソ ナーはダニエルとともに、サチン・チョウドゥリの親密な協力者であった。クリシュナ・ラージの夫人マイトレ イ ・ラージの研究パートナーでもあり、ＥＰＷのジェンダー特集を最初に企画したのがアリスさんであった。　
チョウドゥリ、ラージの二人の
編集者に共通するのが、若手研究者、新たな書き手の発掘にかけた情熱である。結果的 ＥＷ／ＥＰＷはインドの社会科学者 育成機能までをも果たしてきた。 例えば、いまでは知らぬ人 ない大 アマルティア・セン（一九三三〜）がはじめてチョウドゥリ ＥＷ登場したのは、技術選択を論じ一九五六年の第二九号 、二三歳という若さである。セン その後一九六四年の第四七号まで二二点の論文をこの雑誌で発表してお
り、いかにＥＷがセンの成果発表の場として重要であったかが察せられよう。　
ＥＰＷとラージについては、歴
史家のラーマチャンドラ・グハ （一九五八〜）の例をあげよう。彼もカルカッタ 経営研究所の博士課程に在籍中に、 ジによっ 「発掘」された。経営研究所にイギリス植民地期の森林政策を調べている若い研究者がいると伝え聞いたラージは、研究所 スタ フである経済学者ニルマル・チャンドラを通じてグハを探し当てた。グハの森林政策史に関する論文 最初にＥＰＷに掲載されたのは、一九八三年 第四三号である（グハ二五歳） 。グハは近著
India after 
Gandhi （
London: Picador, 2007 ）
の巻末謝辞で亡きラージを追憶し、そのＥＰＷ誌 ついて、 「同誌の生命自身が、 （インド）共和国の生命と不即不離の関係にあった」という賛辞を書いている。こうして現在活躍中 多くのインド人社会科学者が、ＥＷ／ＥＰＷという舞台で育てられてきた。●電子媒体への移行　
ＥＰＷが紙媒体のほか、電子媒
体での刊行を開始した は一九九
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九年であったが、無料であったアクセスがしばらくして有料になった（購読者は無料でアクセス可） 。ただし、幸いなことに今でも直近の四週間分だけは無料で閲覧が可能になっているので、購読 なで閲覧は可能である。私自身も購読料を払わずに利用して る一人であるが、月一回の頻度できちんきちんとサイトをチェックす のは意外と難しい。気がつくと読めなくなっている号 どうしても出てきてしまう。必要な記事、論文はその都度コピーを なり、ダウンロードする りしていバックナンバーを随時参照す ことはできない不便さがある ただ、最近になって、ＥＰＷの創刊号からの（研究論文だけでなく）全記事の索引だけ 、非購読者にも開放されている。その他有料 利用できるも には、ＣＤ―Ｒによる本誌バックナンバー、同誌の調査部門である
EPW
 Research Foun-
dation （ＥＰＷＲＦ）の提供する
経済・金融データがある（詳しくはサイト
http://epw
.in/epw
/user/
userindex.jsp を参照） 。
　
最後になるが、ふだんからの読
者はお気づきだろうが、 ＥＰＷ （ＥＷ）はごく最近（二〇〇六年）ま
で筆者の所属、肩書きを載せてこなかった。これは、 論文は所属 （肩書）で評価されるのではないという、 ラージの （そしておそらくチョウドゥリに始まる）意識的な方針による。ＥＰＷはインド 知性の象徴であり、 その刊行が続く限りインドの知的なエネルギー 枯渇することはないだろう。（さとう
　
ひろし／南アジア研究者）
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